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2 「伴立 entailment」は「必然的な含意」あるいは「厳密含意（strict implication）」を意味する。
3 ある性質Aがある性質Bにスーパーヴィーンするとは、「Bについての相違なしにAについての相違はありえない」
ということである。これは言い換えると、「B について類似するなら A についても類似する」ということである。
4 デイヴィッド・ルイスやデイヴィッド・チャーマーズなども同様の特徴づけをしている。David Lewis, “New 
Work for a Theory of Universals”, in Australasian Journal of Philosophy, 61, 1983, pp.343-377; David Chalmers, The 















を Φ、私たちの世界の心理学的本性についての任意の真なる文を Ψ としよう。Ψ は私たちの世
界と心理学的に異なる世界で偽である。さて、このとき、（B）が真だとすると、Φ が真である
世界はすべて私たちの世界の端的な複製であり、またその世界は私たちの世界の心理学的複製で
もあり、従って Ψ もまたその世界で真であろう（p.25）。すなわち、Φ が真であるすべての世界
























（A-intension）と C- 内包（C-intension）―を得ることになる。A- 内包は、世界が現実と見なさ


































基づく伴立による登録は A- 内包の観点からのアプリオリな伴立なのか、それとも C- 内包から
のアポステリオリな伴立なのか、という問題が生じる。すなわち、十全な物理学的説明から他の
任意の非物理学的文（例えば心理学的文）をアプリオリに演繹できる













































































































4 4 4 4 4
ということや、アプリオリな演繹可能性が物理主義に要求される




6 例えば Jackson, “Why we need A-intensions”, in Philosophical Studies, 118, 2004, pp.257-277 を参照。
7 Scott Soames, Reference and Description: The Case against Two-Dimensionalism, Princeton University Press, 2005.
8 Frank Jackson, “Reference and Description from the Descriptivistsʼ Corner”, in Philosophical Books, Vol. 48, No. 1, January, 
2007, pp.17-26.
9 例えば、William G. Lycan, “Serious Metaphysics: Frank Jacksonʼs Defence of Conceptual Analysis”, in Minds, Ethics, and 
Conditionals（ed. Ian Ravenscroft）, Oxford University Press, 2008, pp.61-83 を参照。
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とは言うものの、これらの指摘はジャクソンの議論の重要性を損ねるものではなく、更なる哲
学的考察が必要であるということを示しているに過ぎない。
 （なかそねかつひと　哲学哲学史・博士後期課程、日本学術振興会特別研究員 DC）
